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はじめに 


本書では 、 WARPSTAR シリーズ （ AtermWDR 85 FH 、 AtermWBR 75 H , AtermWB 45 RL 、 
AtermWB 55 TL 、 AtermWB 65 DSL 、 AtermWL 50 T 、 AtermWB 50 T 、 AtermWL 30 A 、 
AtermWB 20 R 、 AtermWL 20 R ) をバージョンアップして新たにお使いいただける、 「 UPnP 対 
応」「自動接続時のシングルユーザモード利用」「固定 IP アドレス対応（複数アドレス拡張）」 
「フレッツ ■ ISDN 自動接続対応」について説明しています。 

※ホームぺージ AtermStation ( http ://121 ware . com / aterm / 平成14年5月現在）のバー 

ジヨンアップコーナーから最新のファームウエアとユーテイリテイを入手してバージヨンア 
ップを行っておいてください。 


Windows® XP は、 Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system および Microsoft® Windows® XP 
Professional operating system の略です。 

Windows® Me は、 Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system の略です 0 
Windows® 98 は、 Microsoft® Windows® 98 operating system の略です 0 
Windows ㊣ 2000 は、 Microsoft® Windows® 2000 operating system の略です 0 
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1 バージョンアップでご利用になれる機能について 

Vs _ J 

Windows Messenger や MSN Messenger を利用する （U Pn P 機能) 


WARPSTAR とパソコンの UPnP 機能 （Universal Plug & Play :ユニバーサルプラグアンド 
プレイ）を、それぞれ「使用する」に設定すると、特殊な設定を行わず Windows Messenger 
や MSN Messenger を複数台のパソコンでご利用になれます。 

WARPSTAR とパソコン側の設定が必要です。 

ただし、 WARPSTAR の設定は初期値で「使用する」になっていますので、パソコンで、 UPn 
P の設定をすることで、利用ができます。 

【ご注意】 UPnP 機能は、 Winndow® XP または Windows® Me のパソコンでのみご利用にな 
れます。 


※ Windows ®95/98/2000/NT 4.0で、 MSN Messenger4.6 をご使用の場合、「電話をかける」 ■ 
「インスタントメッセージ」はご使用頂けます。 

※「電話をかける」サービスは、別途 ADSL 接続事業者とのご契約が必要です。 

※フレッツ ■ ADSL などの PPPoE が使用できる環境では、 PPPoE ブリッジを使用することで、 
1台の PC のみで利用ができます。 

※WARPSTAR ベースと USB-LAN で接続している場合は、お使いの USB-LAN ドライバをアン 
インストールしたあと最新のドライバをインストールする必要があります。 


自動接続時のシングルユーザモード利用 


クイック設定 Web で設定した自動接続において、シングルユーザアクセスモードでの利用ができます。 
「シングルユーザアクセスモード」とは、ゲームなどのアプリケーシヨンを利用する場合に設定する TCP 
/UDP ポートが不明な時や他の人からの相乗りを禁止したい時などに、一時的に全ポートを独 
占利用するモードのことです。 

※「シングルユーザアクセスモード」では、外部からのアクセスが可能な状態になりますので、 
利用時以外は切断することをおすすめします。 


固定 IP アドレス対応（複数アドレス拡張) 


プロバイダから割り当てられた複数のグローバル固定 IP アドレスを、 WARPSTAR および 
WARPSTAR に接続されたパソコンにそれぞれ設定して、グローバル IP アドレスによるサブネ 
ツトワークを構築できます。 

複数のグローバル IP アドレスを付与するサービスを利用して、複数のインターネツトサーバ公 
開などが可能になります。 

※固定 IP アドレスをご利用の場合は、無通信監視タイマは無効になります。 

※固定 IP サービスは、 WARPSTAR ベースの動作モードが [PPPoE モード]の場合のみご利用 
になれます。 

※固定 IP サービスをご利用の場合、アクセスマネージャでのマルチアクセスは使用できませ 
ん〇 
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フレッツ ■ ISDN 自動接続対応 （ AtermWB 55 TL 、 AtermWB 50 T 、 AtermWL 50 T のみ) 


フレッツ ■ ISDN にダイヤルアップで自動接続を行うことができます。 

インターネットへの自動接続の設定がダイヤルアップモードでも、できるようになりました。 
これにより、ゲーム機などからも、アクセスマネージャ/ダイヤルアップマネージャを使用せず 
に回線接続することができます。 
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2 Windows Messenger/MSN Messenger を利用する (UPnP 機能) 


L 


J 


【 2-1 U P n P 機能について】 


WARPSTAR とパソコンの UPnP 機能をご利用になると 、 Windows Messenger や MSN 
Messenger を複数台のパソコンでご利用になれます。 

UPnP 機能をご利用になるには、 WARPSTAR とパソコン側の設定が必要です。 

ただし、 WARPSTAR の設定は初期値で「使用する」になっていますのでそのままご使用でき 
ます。 


「 UPnP」（Universal Plug & Play : ユニバーサル プラグアンドプレイの略）とは、 XML 技 
術をベ _ スに開発された、ネットワ _ ク機器どうしの相互自動認識方式です。 

この機能を利用して、 Windows ⑧ XP の " Windows Messenger ” ザービスなど、 UPnP 機能対 
応アプリケーションを、 NAT による IP アドレスやポート番号の変換を気にすることなく、し 
かも複数のパソコンから同時に、ご利用いただくことができます。 


<ご注意> 

參 UPnP 機能は、 Windows ⑧ XP 、 Windows ⑧ Me のパソコンでご利用になれます。 

• UPnP 機能はブロードバンド環境でご利用ください。 

•アクセスマネージャやクイック設定 Web で WAN 側 （ ADSL 回線、 CATV 、 ISDN など）へ 
のシングル ユーザ アクセス モー ドで接続中は、 UPnP 機能が使用できません。 

參固定 IP サービスとの併用はしないでください。 

•ルータ機能をもった ADSL モデム ■ CATV モデムに接続してご利用の場合や、回線事業者から 
割り当てられる IP アドレスがプライべ一卜 IP アドレスの場合、 WARPSTAR の UPnP 機能を使 
用しても、 UPnP 対応アプリケーシヨンが利用できないことがあります。 

• UPnP 機能を安定してお使いいただくには UPnP を使用するパソコンは5台以下を 
推奨します。 





[ 2-2 Windows Messenger/MSN Messenger について】 


Windows ⑧ XP の場合は Windows Messenger 4.6 、Windows ㊣ Me の場合は MSN Messenger 4_6 
をインストールしてください 。 Windows Update からダウンロード、インストールできます。 

Messenger の各機能のうち使用できる機能は次の通りです 0 


〇 :使用できます。 


x :使用できません。 



Windows Messenger Ver 4.6 
(Windows ⑧ XP をご利用の場合） 

MSN Messenger Ver 4.6 
( Windows ® Me をご利用の場 
合） 

電話をかける 

〇 

〇 

インスタントメッセージ 

〇 

〇 

ファイル転送 

X 

(リモートアシスタンスのフ アイ 
ル転送の機能をご使用ください。） 

X 

音声チャット 

〇 

〇 

ビデオチャット 

〇 

機能無し 

アプリケーション共有 

〇 

機能無し 

ホワイトボード 

〇 

機能無し 

リモートアシスタンス 
(ファイル転送機能） 

〇 

機能無し 


<ご注意> 

• 「電話をかける」「インスタントメッセージ」については UPnP に対応していないパソコンで 
もご利用になれます。ただし、 MSN Messenger 4.6 をご使用ください。 

• 「電話をかける」サービスは、別途 ADSL 接続事業者とのご契約が必要です。 

•MSN Messenger/Windows Messenger にサインインしたのに相手側にオンライン状態が認識 
されない場合や音声チャット ■ ビデオチャットにおいて招待が通知されない、承諾しても音 
声 ■ ビデオチャットが開始できない場合は一旦サインアウトし再度サインインし直してくだ 
さい。状態が変わらないときは一旦 Messengei •を終了し実行し直してください。それでも状 
態が変わらないときはバソコンを再起動し直してください。 


<お知らせ> 

•NetMeeting については、 UPnP 機能をご利用いただけません。 
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【2-3 パソコンの設定】 

Windows® XP の場合 


設定の前に Windows Update より修正フアイルをインストールする必要があります。 


修正ファイルをインストールしないと Windows Messenger の「電話をかける」の機能が使用で 


きません。 

① [スタート]一[マイコンピュータ]をクリックし、 Windows ® XP をインストールした 

ドライブの [ Windows ] から [ system 32] をクリックする 

② [ rtcdll . dll ] の更新日時が2002/02/10以降になっていれば更新済みです。 


ファイルが古い場合は[スタート]—[コントロールパネル]の関連項目の [Windows Update ] 
を選択し、[インストールする更新の選択]をクリックして一覧から 、 [Windows メッセンジャ 
の才ーデイオに関連するアツプデート]をインストールしてください。 


1 ■ [スタート]ボタンをクリックし、 
[コン トロ ー ルパネル]を選択する 


3. [ネットワーク接続]アイコンを 
クリックする 


2. [ネットワークとインターネット接 
続]アイコンをクリックする 

コン ト ロール パネルは[カテゴリ表示] 
にしてください。 

























4. メニューの[詳細設定]をクリックし 
て[オプションネットワークコンポー 
ネント]を選択する 



5. ネットワークサービスにチェックを 
入れて、[詳細]ボタンを押す 



6. [ユニバーサルプラグアンドプレイ] 
にチェックをいれる 



7. [ OK ] をクリックする 

8. [次へ]をクリックする 

9. 次の画面が表示された場合は、画面の 
指示に従って [ OK ] をクリックする 



以上でバソコンの UPnP 機能は動作します。 

WARPSTAR の UPnP 機能は、初期値で「使用する」になっております。 

( WARPSTAR の設定については、本書の「2-4 WARPSTAR の設定」をご覧ください。） 

あとは「自動接続」または「アクセスマネージャ接続」で、インターネットに接続し 、 Windows 
Messenger 4_6 をご利用ください。 
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WARPSTAR の UPnP 機能が正常に動作すると、以下のアイコンが表示されます。 


■ [マイネットワーク]画面に [AtermWARPSTAR Series ] アイコンが表示されます。 

[Aterm WARPSTAR Series ] アイコンをダブルクリックすると、クイック設定 Web の画 
面を開き、設定することができます0 _ 


B 回® 


ファイル®編集®表示祕お気に入り⑻ツール ( D ヘルプ 


※[マイネットワーク]画面は 

[スタ ート]—•[マ イネ ットワー ク]を 
クリックすると表示されます。 


©戻る ， J 多 検索 於フォ M 

アドレス© ~ マイネットワ - i ? 


I ネ，トワーりタスク &ン 

0 J AtermWARPSTAR Series y 

ぬ ネットワ-ク接続を表示する j 

4\ 厂ん|、_趙分っノフ爪*、、， I 


v 0 移勒 


■ [ネットワーク接続]画面に[インターネットゲートウェイ]アイコンが表示されます。 

表示された[インターネットゲートウェイ]アイコンを右クリックして[接続]または[切断] 
を選択すると、 WAN 側への接続/切断ができます。（[インターネットゲートウェイ]アイコン 
を右クリックして[状態]を選択すると、 WAN 側の接続状態を確認することができます。） 


※[ネットワーク接続]画面は 
[スタート]—[マイネット 
ワーク]を選択し、[ネット 
ワーク接続を表示する]を 
選択すると表示されます。 



※[インターネットゲートウェイ]アイコンの回線状態は WAN 側の回線状態を表しています。 


各パソコンごとの接続状態を表しているものではありません。1台目のパソコンがインター 


ネットに接続していれば2台目のパソコンは、 WAN 側へ接続していなくても、「接続中」と 


表示されます。 

また、複数のパソコンがインターネットに接続している状態でこのアイコンにより「切断」 
を行うと、全てのパソコンのインターネット接続が切断されてしまいます。 

通常は、「自動接続」「アクセスマネージャ接続」でインターネットに接続してください。 


[マイネットワーク]画面の [Aterm WARPSTAR Series ] アイコンが表示されない、または[ネ 
ットワーク接続]画面に[インターネットゲートウェイ]のアイコンが表示されない 
( WARPSTAR を検出できない）場合 

— ケーブルの抜き差し、パソコンの IP アドレスの更新、 WAHPSTAR の設定後の再起動、バージョン 
アップ、電源 OFF / ON のあと、 WAHPSTAR を検出する際に時間がかかる場合があります。 （3 0 秒 
程度）しばらく待ってみても WARPSTAR が検出されない場合は、パソコンを再起動してください。 

— —度 UPnP で他の WARSTAR や他の UPnP 対応ルータに接続したバソコンを他の WARPSTAR に接続し 
ても検出されないことがあります。この場合はバソコンを再起動してください。 

— LAN インタフエースを変更した場合(例えば Ethernet から無線 LAN へ)はバソコンを再起動して 
ください。 
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Windows® Me の場合 


設定前に、 DirectX 8.1 をインストールしてください。 

自分のパソコンに DirectX 8.1 がインストールされているかを次の手順で確認します。 

① [スター ト]— [ファイル名を指定して実行]をクリックする 

② 「 dxdiag 」 と入力する 

③ [ OK ] をクリックする 

④ システムタグの下の方に 「 DirectX バージヨン: DirectX *.*」 と表示されます。 

もし古い場合は Windows Update からダウンロードしてインストールしてくださし、。 



1 ■ [スタート]をクリックし、[設定]— 
[コン トロールパネル]を選択する 


4. [コンポーネントの種類]欄で[通信] 
を選択し、[詳細]をクリックする 


2. [アプリケーションの追加と削除]を 
ダブルクリックする 


3 . [ Windows ファイル]タブをクリック 
する 
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5. [コンポーネントの種類]欄で [ユニ 
バーサルプラグアンドプレイ]に 
チェックする 



6. [ OK ] をクリックする 

7. [スタート]ボタンをクリックし 
[プログラム]—[アクセサリ]— 
[通信]から[ホームネットワーク 
ウィザード]を選択する 

8. [次へ]をクリックする 



9. この画面が表示された場合は、[このコ 
ンピュータのホームネットワーク設定を 
変更する]を選択し、[次へ]をクリック 
する 


セ9トア9ブオブシ3ン 

•設定を変更す狐ほかの]ン M で•使用抑触の怆 ㈣ ディスク™^ 


セットアップデづ 
ンストり I 
要ぁり 

ヮ -i 




■ビュ-孙ホームネ '? トヮーウの設定杏変！:寸 S©j 
%ワ-ク上 ( W 5 かの]ンビュ4で•ホ-ムネットワ-ク稻 S 定す缺め®フロッピ-ディスクを作成す 


10. [いいえ、このコンピュータではイン 
ターネットを利用しない]が選択され 
ていることを確認する 



11. [次へ]をクリックする 

12. [いいえ、インターネット接続を共有 
しない]を選択し、[次へ]をクリック 
する 



13. そのまま[次へ]をクリックする 
コンピュータ 名、 ワークグルーブ 名は 
変更しないでください。 
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14. [ファイルとプリンタの共有]画面が 
表示された場合はそのまま[次へ]をク 
リックする 



15■[ホームネットワークセットアップ 
ディスクを作成しない]を選択し、[次 
へ]をクリックする 



16. [完了]をクリックする 



17. パソコンを再起動するよう画面が表示 
された場合は、画面の表示に従って 
再起動を行ってください 


以上でバソコンの UPnP 機能は動作します。 

WARPSTAR の UPnP 機能は、初期値で「使用する」になっております。 

( WARPSTAR の設定については、本書の「2-4 WARPSTAR の設定」をご覧ください。) 
あとは「自動接続」または「アクセスマネージャ接続」で、インターネット接続し、 
MSN Messenger 4_6 をご利用ください。 
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WARPSTAR の UPnP 機能が正常に動作すると、以下のアイコンが表示されます。 


■ [マイネットワーク]画面に [AtermWARPSTAR Series ] アイコンが表示されます 0 

[Aterm WARPSTAR Series ] アイコンをダブルクリックすると、クイック設定 Web の画面 
を開き、設定することができます。 


※[マイネットワーク]画面は 

ディスクトップの[マイネットワーク]を 
クリックすると表示されます。 



[マイネットワーク]画面の [Aterm WARPSTAR Series ] アイコンが表示されない (WARPSTAR 
を検出できない）場合 

— ケーブルの抜き差し、パソコンの IP アドレスの更新、 WAHPSTAR の設定後の再起動、バージョン 
アップ、電源 OFF / ON のあと、 WARPSTAR を検出する際に時間がかかる場合があります。 （3 0 秒 
程度）しばらく待ってみても WARPSTAR が検出されない場合は、パソコンを再起動してください。 

— _度 UPnP で他の WARSTAR や他の UPnP 対応ルータに接続したバソコンを他の WARPSTAR に接続し 
ても検出されないことがあります。この場合はパソコンを再起動してください。 

— LAN インタフエースを変更した場合(例え ば Ethernet から 無線 LAN へ ) は バソコ ンを再起動して 
ください。 
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【 2-4 WARPSTAR の設定】 

クイック設定 Web または、らくらくアシスタントで設定します。 WAEPSTAE の設定は初期値が「使 
用する」になっています。 


クイック設定 Web で設定する 


UPnP 機能を設定する 


1 . パソコンを起動する 

2. ブラウザを起動し、 

「 http://web_setup /」 を入力し、 
クイック設定 Web のページを開く 

WARPSTAR ベースの IP アドレスを入力して 
も開きます。 

(工場出荷時は、「192.168.0.1」です。） 

例） http :// 192.168 .0.1/ 

3. ユーザ名に 「 admin 」 と入力し、 
パスワードを入力する 



4. [OK] をクリックする 


5. [詳細設定]の國をクリックして 
[高度な設定]を選択する 

6. [UPnP 機能]の[使用する]を 
チェックする 



7. [設定]をクリックする 

8. [登録]をクリックする 

WARPSTAR ベースの前面の各ランプが点滅 
して WARPSTAR ベースが再起動します。 
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UPiiP の状態を確認する 

現在接続されている UPnP のパソコンの IP アドレスと MAC アドレスが確認できます。 


1 . パソコンを起動する 

2. ブラウザを起動し、 

「 http :// web _ setup /」 を入力し、 
クイック設定 Web の ページを開く 

WARPSTAR ベースの IP アドレスを入力して 
も開きます。 

(工場出荷時は、「192.168.0.1」です。） 

例） http :// 192.168 .0.1/ 

3. ユーザ 名に 「 admin 」 と入力し、 
パスワードを入力する 



4. [ OK ] をクリックする 

5. [情報]の画をクリックして、 
[ UPnP の状態]を選択する 

現在接続されている UPnP のパソコンの IP アドレ 
スと MAC アドレスが確認できます。 



<お知らせ> 

•ユニバーサルプラグアンドプレイを設定していなくても DirectX 8.1 と 
MSN Messenger 4.6 の両方をインストールしたパソコンが、クイック設定 Web の「現在 
UPnP が利用可能な端末」に表示される場合があります。 

•ケーブルの抜き差し、パソコンの IP アドレスの更新、 WARPSTAR の設定後の再起動、バージョン 
アップ、電源 OFF / ON のあと、 WARPSTAR を検出する際に時間がかかる場合があります。 （3 0 
秒程度）しばらく待ってみても WARPSTAR が検出されない場合は、パソコンを再起動してくだ 
さい0 
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らくらくアシスタントで設定する 


UPnP 機能を設定する 


1 . らくらくアシスタントを起動する 

2. [ WARPSTAR の設定]をクリックし、 

[ WARPSTAR ベースの詳細設定]を 
クリックする 



3. 管理者用パスワードを入力し、 
[0 K ] をクリックする 


4. [基本設定]タブで [ UPnP を使用 
する]にチェックする 



5. [ OK ] をクリックする 

WARPSTAR ベースの前面の各ランプが点滅して 
WARPSTAR ベースが再起動します。 
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UPiiP の状態を確認する 

現在接続されている UPnP のパソコンの IP アドレスと MAC アドレスが確認できます。 


1 . らくらくアシスタントを起動する 

2. [ WARPSTAR の設定]をクリックし、 

[ WARPSTAR ベースの詳細設定]を 
クリックする 



5. 現在接続されている UPnP のパソコン 
の IP アドレスと MAC アドレスが確認 
できます。 



3. 管理者用パスワードを入力し、 

[0 K ] をクリックする 

4. [基本設定]タブで [ UPnP 利用 
可能端末リスト]をクリックする 



<お知らせ> 

•ユニバーサル プラグアンドプ 
レイを設定していなくても 
DirectX 8.1 と MSN Messenger 4.6 
の両方をインスト _ ルしたパ 
ソコンが、 「 UPnP 利用可能な端 
末」に表不される場合があり 
ます。 

•ケーブルの抜き差し、パソコンの IP 
アドレスの更新、 WAUPSTAR の 
設定後の再起動、バージョンアツ 
プ、電源 OFF / ON のあと、 
WAHPSTAR を検出する際に時 
間がかかる場合があります。 

(30 秒程度）しばらく待ってみ 
ても WARPSTAR が検出されない 
場合は、パソコンを再起動してく 
ださい。 
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3 自動接続時のシングルユーザモード利用 

Vs _ y 

【 3-1 自動接続時のシングルユーザモードとは】 


クイック設定 Web で設定した接続先に接続する際、「シングルユーザアクセスモード」で接続できます。 
「シングルユーザアクセスモード」とは、ゲームなどのアブリケーシヨンを利用する場合に設定する TCP 
/ UDP ポートが不明な時や他の人からの相乗りを禁止したい時などに、一時的に全ポートを独 
占利用するモードのことです。 

※「シングルユーザアクセスモード」では、外部からのアクセスが可能な状態になりますので、 
利用時以外は切断することをおすすめします。 


【 3-2 クイック設定 Web で設定する】 

1 . パソコンを起動する 

2. ブラウザを起動し、 

「 http :// web . setup /」 を入力し、 

クイック設定 Web のページを開く 

WARPSTAR ベースの IP アドレスを入力して 
も開きます。 

( 工場出荷時は、「 192.168.0.1 」です。） 

例） http:// 192.168 .0.1/ 

3 . ユーザ 名に 「 admin 」 と入力し、 
パスワードを入力する 



4. [ OK ] をクリックする 


5. [基本設定]の■をクリックして 

[ WAN 側自動接続設定]を選択する 

6. [シングル ユーザ アクセスモード]の 

[使用する]をチェックする 



7. [設定]をクリックする 

8. [登録]をクリックする 

WARPSTAR ベースの前面の各ランプが点滅し 
て WARPSTAR ベースが再起動します。 
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4 固定 IP アドレス対応（複数アドレス拡張） 

I ノ 


【4-1固定 IP アドレス対応（複数アドレス拡張）を利用するには】 

WARPSTAR では、プロバイダから割り当てられた複数のグローバル固定 IP アドレスを、 
WARPSTAR および WARPSTAR に接続されたパソコンにそれぞれ設定して、グローバル IP アド 
レスによるサブネットワークを構築できます。 

複数のグローバル IP アドレスを付与するサービス（固定 IP サービスなど）を利用して、複数の 
インターネットサーバ公開などが可能になります。 

<ご注意> 

•固定 IP サービスを利用すると LAN 側に接続されたパソコンは、インターネットから直接参照可能な状態 
になります。固定 IP サービスはパソコンで十分なセキュリティ対策を実施した上でご利用ください。 
•固定 IP サービスをご利用の場合は、「無通信監視タイマ J 、 「マルチライン機能」はご利用になれません。 
•固定 IP サービスは、 WARPSTAR ベースの動作モードが [PPPoE モード]の場合のみご利用になれま 

す0 


固定 IP サービスをご利用になるには次の設定が必要です。 

( 1 ) WARPSTAR の設定を行う 

-固定 IP サービスを利用する設定をする。 

- DHCP サーバ機能を無効にする。 

■ WARPSTAR にグローバル IP アドレス、サブネットマスク、プライマリ DNS サーバアドレス、セカン 
ダリ DNS ザーバアドレスを設定する。 

WARPSTAR に割り当てるグロー/《ル IP アドレスはプロバイダから指定されたものを使用します。 

割り当てられる連続したグローバル IP アドレスのうち、最初（ネットワークアドレス）と最後（ブロー 

ドキャストアドレス）はシステムで予約されており、一般的にホストには使用しません。 

(2) パソコンの設定を行う 

■ それぞれのパソコンにプロバイダから割り当てられたグローバル IP アドレスとネットマスクを設定し 
ます。 

■ゲー ト ウェイアドレス、 DNS サーバのアドレスに WARPSTAR に設定した グロー バル IP アドレスを設 
定します。 

<お知らせ> 

•固定 IP サービスを利用する場合、 NAT 機能は使用しませんので、ネットワークアプリケーション 
を利用する場合に、アクセスマネージャのアプリケーションプロファイルを使用する必要はありま 
せん。 

•UPnP 機能との併用はご利用になれません。 WARPSTAR の初期状態は「使用する」になっています 
が、設定の途中で「使用しない」設定を行います。 
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【4-2 WARPSTAR の設定を行う】 

WARPSTAR の動作モードが [ PPPoE モード]の場合にのみ設定できます。 

クイック設定 Web で設定する 


1 . パソコンを起動する 


7. [ OK ] をクリックする 


2. ブラウザを起動し、 

「 http :// web _ setup /」 を入力し、 
クイック設定 Web のページを開く 

WARPSTAR ベースの IP アドレスを入力して 
も開きます。 

(工場出荷時は、「192.168.0.1」です。） 

例） http :// 192.168 .0.1/ 

3. ユーザ 名に 「 admin 」 と入力し、 
パスワードを入力する 



4. [ OK ] をクリックする 


5. [詳細設定]の圓をクリックして 

[高度な設定]を選択する 

6. [固定 IP サービス]の[使用する]に 
チェックする 



8. [UPnP 機能]の[使用する]の 
チェックを外す 

※じ卩!!？機能と固定 IP サービスは同時に使用しな 
いでください。この設定で [ UPnP 機能]を[使 
用しない]状態にしました。 

9. [設定]をクリックする 

1 0. [詳細設定]の國をクリックして 
[ LAN 側設定]を選択する 


11 .[DHCP サーバを有効にする]の 
チェックを外す 
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12. [ IP アドレス/ネットマスク]に 
WARPSTAR に割り当てる IP アドレス 
とサブネットマスクを入力する 
例) グローバル IP アドレス8個割り当て 
サービス利用の場合 
割り当てられた IP アドレス： 

200_200_200_1〜200.200_200_8 
ネットマスク： 255.255 .255.248 
プライマリ DNS : 211.211 .211.1 
セカンダリ DNS : 211.211 .222.2 
WARPSTAR の設定 
IP アドレス： 200.200.200 .2 
ネットマスク： 255.255 .255.248 
※最初と最後のアドレスはシステムで予約さ 
れているため WARPSTAR で使用できる IP 
アドレスは200.200.200.2〜200.200.200.7 
の6個です。 



1 3. [設定]をクリックする 

1 4. [基本設定]の■をクリックし、 
[WAN 側自動接続設定]を選択する 


15. [接続先の設定]をプロバイダから 
の設定情報をみながら、設定する 



接続先名： 

プロバイダの名称など接続先がわかるように入力 
します。 

ユーザー名： 

接続事業者/プロバイダの指示に従って、ユーザ 
名（認証 ID ) を入力します。（例：認証 ID @ 
xxxxxx . ne . jp など。@以下は事業者によって異な 
ります。） 

パスワード： 

プロバイダから割り当てられたパスワードを入力 
します。 


(次ぺ _ ジに続く） 
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[ IP アドレス]欄で設定する 


6 


IP アドレスの自動取得： 

[使用する]のチェックを外します。 

IP アドレス： 

通常はプロバイダから割り当てられたグローバル 
IP アドレス範囲の 2 番目の IP アドレスを入力しま 
す。例） 200.200 .200.2 


17 •[ネームサーバ]で[サーバから割 
り当てられたアドレス]の[使用す 
る]のチェックを外し、 

[プライマリ DNS ] [セカンダリ 
DNS ] を設定する 



プライマリ DNS : 

プロバイダから指定された、または、自分で運営 
している1番目の DNS サーバの IP アドレスを入力 
します。例）211.211 .211.1 

セカンダリ DNS : 

プロバイダから指定された、または、自分で運営 
している2番目の DNS サーバの IP アドレスを入力 
します。例）211.211 .222.2 

1 8. [設定]をクリックする 

19. [登録]をクリックする 

WARPSTAR ベースの前面の各ランプが点滅 
して WARPSTAR ベースが再起動します。 

20. パソコンの設定を行ってください。 

P .24 〜 P .25 を参照してバソコンの設定を行つ 
てください。 
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らくらくアシスタントで設定する 

WARPSTAR の動作モードが [ PPPoE モード]の場合にのみ設定できます。ここでは既に[イ 
ンストール時の設定]で、インターネットの接続先を1つ登録している場合を説明しています。 


1 . らくらくアシスタントを起動する 

2. [ WARPSTAR の設定]をクリックし、 

[ WARPSTAR ベースの詳細設定]を 
クリックする 



3. 管理者用パスワードを入力し、 

[0 K ] をクリックする 

4. [基本設定]タブで[固定 IP サービス 

設定]をクリックする 



5 . [固定 IP サービス対応モードを使用す 
る]にチェックする 



6. [ LAN 側の IP アドレス] [ LAN 側の 
ネットマスク]に WARPSTAR に 
割り当てる IP アドレスとサブネット 
マスクを入力する 

例)グローバル IP アドレス8個割り当て 
サービス利用の場合 
割り当てられた IP アドレス： 

200.200 .200.1-200.200.200.8 
ネットマスク： 255.255 .255.248 
DNS : 211.211 .211.1 
セカンダリ DNS : 211.211 .222.2 
WARPSTAR の設定 
LAN 側 IP アドレス： 200.200.200 .2 
LAN 側ネツトマスク： 255.255 .255.248 



7. [ DHCP サーバを無効にする]に 
チェックする 



8. [ OK ] をクリックする 

9. [ UPnP 機能を使用する]のチェック 
を外す 

※卩卩!!？機能と固定 IP サービスは同時に使用しな 
いでください。この設定で [ UPnP 機能]を[使 
用しない]状態にしました。 
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1 0 . [ OK ] をクリックする 

※しばらく時間がかかりますのでお待ちくだ 
さい。 （3 〜5分程度） 

設定が完了するとらくらくアシスタントの 
メインメニユー画面が表示されます。 

11. パソコンの設定を行う 

P .24 〜 P .25 を参照してパソコンの設定を行つ 
てください。 

12. アクセスマネージャを起動する 


タスク ト レイにあるアクセスマネージャ 
アイコンを右クリックする 

1 3. [その他のツール]一[接続先の設 
定]を選択する 


14. 固定 IP サービスを利用したい接続先 


パスワード： 

プロバイダから割り当てられたパスワードを入力 
します。 


16. [ IP アドレス][ネーム 

サーバ]をプロバイダからの設定情 
報をみながら設定する 



名を選択して、[接続先の編集]を 
クリックする 

1 5. [接続先][ユーザー名]と 
[パスワード]を設定する 



接錶先. 

プロバイダの名称など接続先がわかるように入力 
します。 

ユーザー 名： 

接続事業者/プロバイダの指示に従って、ユーザ 
名（認証 ID ) を入力します。（例：認証 ID @ 
xxxxxx . ne . jp など。@以下は事業者によって異な 
ります。） 


IP アドレス： 

[次の IP アドレスを使う]をチェックします。 

[IP アドレス]に通常はプロバイダから割り当て 
られたグローバル IP アドレス範囲の2番目の IP ア 
ドレスを入力します。 

ネームサー バ： 

[ネームサーバアドレスを接続する]をチェック 
します。 

プライマリ DNS : 

プロバイダから指定された、または、自分で運営 
している1番目の DNS サーバの IP アドレスを入力 
します。 

セカンダリ DNS : 

プロバイダから指定された、または、自分で運営 
している2番目の DNS サーバの IP アドレスを入力 
します。 


17. [上書き登録]をクリックする 

18. [閉じる]をクリックする 

19. [はい]をクリックする 
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【4-3 パソコンの設定を行う】 


お使いのパソコンの OS に応じて設定を行ってください 
Windows® XP の場合 

1 . [スタート]一[マイネットワーク]を選択する 

2. [ネットワーク接続を表示する]を選択する 

3. WARPSTAR が接続されているネットワークアダプタ名 （"WARPSTAR WL 11 C (PC — 
WL /11 C ) など）の[ローカルエリア接続]を右クリックし、[プロパティ]を選択する 

4. リストの[インターネットプロトコル （ TCP / IP )] を選択し、[プロパティ]をクリックす 
る 

5. [インターネットプロトコル （ TCP / IP ) プロパティ]画面で次のように設定する 

■ IP アドレス：プロバイダから割り当てられた IP アドレスのうち、他のパソコンや 

WARPSTAR に設定した IP アドレス以外を入力する（例： 200.200 .200.3) 

■ サブネットマスク：プロバイダから割り当てられたパソコンのサブネットマスクを 
入力する 

■ ゲートウェイ： WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを指定する 
(例： 200.200 .200.2 P .20 參照） 

■ DNS 設定：「次の DNS サーバのアドレスを使う」にチェックし、優先 DNS サーバに 

WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを指定する 
(例： 200.200 .200.2 P .20 參照） 

6. [ OK ] をクリックする 

7. [閉じる]または [ OK ] をクリックする 


Windows ® Me /98 の場合 

1 . [マイコンピュータ]の[コントロールパネル]の[ネットワーク]を開き、 

リストの中の [ TCP / IP — > (ネットワークアダプタの名称 （"AtermWLllC (PC — 
WL /11 C ) "など)]を選択し、[プロパティ]をクリックする 


2. [ TCP / IP ] 画面で次のように設定する 

■ IP アドレス：プロバイダから割り当てられた IP アドレスのうち、他のパソコンや 

WARPSTAR に設定した IP アドレス以外を入力する（例： 200.200 .200.3) 
■サブネットマスク：プロバイダから割り当てられたパソコンのサブネットマスクを入力する 
■ ゲートウェイ： WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを指定する 
(例： 200.200 .200.2 P .20 參照） 

■ DNS 設定： DNS を使う、 WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを 

指定する。（例： 200.200.200.2 P .20 參照）ホスト名には他のパソコンと 

重複しない名前を任意で入力する 


3. [ OK ] をクリックする 

4. [ OK ] をクリックする 

5. 画面の指示に従ってパソコンを再起動する 
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Windows® 2000の場合 


1 . [マイコンピュ ータ]の [コント ロールパネル]の [ネットワ ークとダイヤル 
アップ接続]をダブルクリックする 

2. WARPSTAR を接続しているネットワークアダプタ名 （"Aterm WL 11 C ( PC — WL /11 C ) 
"など）の[ローカルエリア接続]を選択し、[ファイルメニュー]の[プロパティ]を 
クリックする 

3. リストの[インターネットプロトコル ( TCP / IP )] を選択し、[プロパティ]を 
クリックする 

4. [インターネットプロトコル （ TCP / IP ) プロパティ]画面で次のように設定する 

■ IP アドレス：プロバイダから割り当てられた IP アドレスのうち、他のパソコンや 

WARPSTAR に設定した IP アドレス以外を入力する（例： 200.200 .200.3) 
■ サブネットマスク：プロバイダから割り当てられたパソコンのサブネットマスクを 
入力する 

■ ゲートウェイ： WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを指定する 
(例： 200.200 .200.2 P .20 参照） 

■ DNS 設定：「次の DNS サーバのアドレスを使う」にチェックし、優先 DNS サーバに 

WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを指定する。 

(例： 200.200 .200.2 P .20 參照） 

5. [ OK ] をクリックする 

6. [ OK ] をクリックする 


^lacintosh の場合 | 

Mac OS 9.2 の場合 

1 . アップルメニューの[コントロールパネル]の [ TCP / IP ] を開く 


2. [ TCP / IP ] 画面で次のように設定する 

■ IP アドレス：プロバイダから割り当てられた IP アドレスのうち、他のパソコンや 

WARPSTAR に設定した IP アドレス以外を入力する（例： 200.200 .200.3) 
■ サブネットマスク：プロバイダから割り当てられたパソコンのサブネットマスクを 
入力する 

■ ルータ： WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを指定する。 

(例： 200.200 .200.2 P .20 參照） 

■ ネームサーバアドレス： WARPSTAR ベースに割り当てたグローバル IP アドレスを指定 

する。（例： 200_200_200_2 P .20 參照） 
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5 フレッツ ■ ISDN 自動接続対応 

( AtermWB 55 TL 、 AtermWB 50 T 、 AtermWL 50 T のみ) 


【 5-1 フレッツ ■ ISDN 自動接続とは】 


フレッツ ■ ISDN にダイヤルアップで自動接続を行うことができます。 

インターネットへの自動接続の設定がダイヤルアップモードでも、できるようになりました。 
これにより、ゲーム機などからも、アクセスマネージャ/ダイヤルアップマネージャを使用せずに 
回線接続することができます。 


【 5-2 クイック設定 Web で設定する】 


1. パソコンを起動する 

2. ブラウザを起動し、 

「 http :// web _ setup /」 を入力し、 
クイック設定 Web の ページを開く 

WARPSTAR ベースの IP アドレスを入力して 
も開きます。 

(工場出荷時は、「192.168.0.1」です。） 

例） http :// 192.168 .0.1/ 


3 . ユーザ 名に 「 admin 」 と入力し、 
パスワードを入力する 



4. [ OK ] をクリックする 


5. [基本設定]の_をクリックして 

[基本設定]を選択する 

6. [動作モード]で[ダイヤルアップ 
モード]を選択する 



7. [自動発信]で[する]を選択する 

8. [常時接続]を選択する 

9. [設定]をクリックする 
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10. 続けてインターネット接続の設定を 
行います。 


11. [基本設定]の國をクリックして 


[ WAN 側自動接続設定]を選択する 


12. プロバイダからの情報に従って、 
設定する 



接続先名： 

接続先がわかるようにプロバイダの名称を任意に 
入力します。 

ユーザー名： 

接続事業者/プロバイダの資料に従って「ログイ 
ン ID 」 （ユーザ ID ) (例： xxxxx @ biglobe . ne.jp な 
ど）を入力します。 

パスワード： 

接続事業者/プロバイダの資料に従ってパスワー 
ドを入力します。 


IP アドレス： 

通常は [ IP アドレスの自動取得]を[使用する] 
のまま使用します。 

IP アドレスの自動取得を利用しない場合は、チ 
ェックをはずし、入力してください。 

ネームサー パ： 

通常は[サーバから割り当てられた IP アドレス] 
を[使用する]のまま使用します。 

使用しない場合はチェックをはずし、プライマリ 
DNS 、 セカンダリ DNS を入力してください。 

接続方法： 

[同期 64 kbps ] を選択します。 

フレッツ. ISDN は 64 kbps での接続サービスな 
ので、 MP には設定しないでくださしヽ （2002 年 
4 月現在）。なお、フレッツ ISDN 以外のアク 
セスポイントは設定できません。 

1 3. [設定]をクリックする 



1 4. [登録]をクリックする 

WARPSTAR ベースの前面の各ランプが点滅 
して WARPSTAR ベースが再起動します。 
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